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【目的】
ソーシャル・サポート研究は人と人との結
びつきと健康との関連を調査することを目的
として始まり，サポート授受が及ぼす影響に
ついても焦点が当てられてきた。本研究で
は，自立が始まり，交友関係にも大きな変化
が見られる青年期後期の大学生を対象に，親
友や友人に対する知覚されたサポートについ
て，サポートの欲求度，入手可能性，提供可
能性の3側面がお互いに影響し，抑うつに影
響を与えているのか，親友と友人の人数が抑
うつに影響を与えているのかを検討した。
【方法】
調査対象者：Ａ大学，Ｂ専門学校，Ｃ専門
学校の学生。有効回答数は男性171 名，女性
203名で，平均年齢は19.76歳(SD=2.54) で
あった。調査時期:2012 年6月11 日から2012
年6月28 日にかけて実施した。手続き：大学
の心理学関係講義科目の授業時間内で質問紙
を配布し，その場で回収した。一部について
は課題として後日回収した。記入所要時間は
約15 分であった。質問紙:福岡(2000) のソー
シャル・サポート尺度:21 項目から，加藤
(2008) を参考に12項目を抜粋した。その上
でソーシャル・サポートへの欲求度，入手可
能性，提供可能性の3つの側面からの質問項
目を作成した。親友，友人それぞれに対して
5件法で回答を求めた。 さらにフェイスシー
卜 に 親友 ， 友 人 の人 数 の 回 答 を求 め た。 そ し
て， 親 友 と 友 人 に 当 て は ま る 人 の イ ニ シ ャ
ル を一 人 書 く こ と を求 め た。 Ｚｕｎｇ（1965 ） の
SDS : 福 田 ・小 林 （1973 ） に よ っ て開 発 さ れ
た 日 本 語 版 のSDS 自己 評 価 式 抑 うつ 尺 度20 項
目 を 用 い た。4 段 階 評 価 で 回 答 を 求 め た。
【結 果 と 考 察 】
結 果1　 親 友 にお け る サ ポ ート の 欲 求 度 と サ
ポ ート の 入手 可 能 性 の 差 か ら, Figurel に示
す よ う に5 群 に分 け た。 そ し て サ ポ ート の 欲
求 度 と入 手 可 能 性 の 差 に よ る5 群 を 独 立 変 数
と し， 抑 う つ 得点 を 従 属変 数 と し た一 元 配 置
の 分 散 分 析 を 行 っ た。
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Figｕrel　親友におけるサポ ート の欲求度 とサポー
トの入手可能性の差の群分けについて
サ ポ ー ト の 欲 求 度 と 入 手 可 能 性 の 差 の 主
効 果 が 認 め ら れ たC^(4,369)=2.59, 夕＜｡05)。
そ し て, Tukey のＨＳＤ 検 定 に よ る 多 重 比 較
の 結 果 ， 欲求 度High 群 と入 手 可 能 性High 群
に 有 意 な 差 が 認 め ら れ た( 冫＜｡05)。 結 果 を
Ｆｉｇｕｒe2に 示 す。 そ し て ， 欲 求 度High 群 と
入 手 可 能 性Ｌｏｗ群， 欲 求 度High 群 と 欲 求 度
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LＯＷ群に有意な傾向が認められた（ρく｡10）。
そのことから，自分が得られるサポートの量
以上に，サポートを強《 求めることにより，
自身の満たされない欲求が強いストレッサー
となり，抑うつが高まると考えられる。
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れるサポート量が多い者の中で，提供できる
サポート量が少ないほど抑うつは軽減される
ことが考えられる。そして，提供できるサ
ポート量が少ない者でも，自分が得られるサ
ポート量が多いほど抑うつは軽減されること
が考えられる。
結果3　 まず，親友 の人数と友人の人数を
それぞれ平均値折半し，大群･小群に分類し，
抑うつをとの関連を調べた(Figure3) 。
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Figure2　親友における サポ ートの欲求 度と入手可
能性の差の影響
結 果2　 ま ず ， 親 友 に お け る サ ポ ー ト の 提 供
可 能 性 と 入 手 可 能 性 を そ れ ぞ れ平 均 値 折 半
し， 高 群 ・ 低 郡 に 分 類 し， 抑 う つ と の 関 連 を
調 べ た(FigureS) 。
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Figure3　親友の人数と友人の人数が抑うつに及ぼす
影響
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Figure3　 親友 におけるサポートの入手可能 性とサ
ポートの提供可能性か抑うつに及ぼ す影響
サポートの入手可能性の有意な主効果が認
められた(Hl,370)=7.33,  p<｡01) 。 また，２
要因の有意な交互作用の傾向が認められた
C^l,370)=3.20, P<｡10) 。そのことから，親
友において，自分が得られるサポート量が多
い者ほど抑うつは軽減されるが，自分が得ら
親友の人数の有意な主効果が認められず，
サポートの提供可能性の有意な主効果( ｙ
(1,370) =4.22, pく｡05)が認められた。また，
これら2要因の有意な交互作用は認められな
かった。以上のことから，友人という存在が
友人の量で抑うつに影響を与える可能性があ
り，友人という関係性のサポート源が多いこ
とが抑うつを軽減する効果を持っているとい
うことが考えられる。
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